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ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

指
定
ご
み
袋
の
対
象
は
、

「
も
や
す
ご
み
」と
「
こ
わ

す
ご
み
」で
す
。
こ
れ
以
外

の
家
庭
ご
み
の
持
ち
出
し

方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
通
り
、
透
明
・
半

透
明
の
袋
を
使
っ
て
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
や
持
ち
出
し
袋
、
持
ち
出
し
場
所
を

守
ら
な
い
ご
み
の
持
ち
出
し
は
、
地
域
の
人

へ
の
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
他
の
地

域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
出
し
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
ご
み
出
し
は
し
な
い

よ
う
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
ご
み
袋
は
、

も
や
す
ご
み
用
と

こ
わ
す
ご
み
用
の

２
種
類
で
、
サ
イ

ズ
は
45
ℓ
、
30
ℓ
、

20
ℓ
、
10
ℓ
の
４

種
類
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
ご

み
袋
は
、ス
ー
パ
ー

な
ど
で
市
場
価
格

で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

木
の
枝
や
板
は
、
あ
る

程
度
の
長
さ（
長
さ
60
㎝
、

直
径
30
㎝
以
内
）に
切
っ
て

ひ
も
で
縛
れ
ば
、
指
定
ご

み
袋
に
入
れ
な
く
て
も
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

45
ℓ
の
指
定
ご
み
袋
に

入
ら
な
い
こ
わ
す
ご
み
も
、

そ
の
ま
ま
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
や
市
販
の
透
明
・
半
透
明
の
袋
は
、

生
ご
み
や
オ
ム
ツ
な
ど
を
包
む
内
袋
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
は「
も
や
す
ご
み
」と「
こ
わ
す
ご
み
」で
す

内
袋
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

木
の
枝
な
ど
は
指
定
ご
み
袋
を

使
わ
ず
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

指
定
ご
み
袋
は
２
種
類
で
す

問い合わせ：‌ �環境政策課（☎51・2454）

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
、「
も
や
す
ご
み
」と「
こ
わ
す
ご
み
」を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
出
し

た
り
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
際
は
、
指
定
ご
み
袋
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
み
の
分
別
や
持
ち
出
し
マ
ナ
ー
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4月1日㈮から
指定ごみ袋制度 が始まります

シリーズ ゴミのあれこれ

もやすごみ（週2回収集） こわすごみ（月1回収集）

皮革製品類
小型家電類
（60cm未満）木くず類 紙くず類

日用品類
（120cm未満）生ごみ

透明または
半透明の袋
透明または
半透明の袋

・プラスチック（資源）
・ペットボトル
・布類
・うめるごみ
・危険ごみ
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国
民
年
金
は
、
老
後
や
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
誰
も
が

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
結
婚
・
就
職
・
退
職
し
た

な
ど
状
況
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
年
金
の
届

け
出
も
必
要
で
す（
下
表
）。
詳
細
は
事
前

に
各
届
出
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
、
年
金
が
減
額
し
た

り
、
遺
族
・
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
付
加
保
険
料
に
つ
い
て

第
1
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
ま
で
）は
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金（
平
成
27
年
度
は
、
満
額
で
年
額

78
万
１
０
０
円
）に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０

円
で
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
年
額

で
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
と

な
り
ま
す
。

（
例
）付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
し
、
65

歳
か
ら
受
給
し
た
場
合
、

付
加
保
険
料

４
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）＝
4
万
8
千
円

付
加
年
金
額

２
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）＝
2
万
4
千
円

付
加
年
金
を
2
年
間
受
給
す
る
と
、
納
付

し
た
付
加
保
険
料
の
総
額
と
同
額
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
任
意
加
入
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
加
入
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
海
外
在
住
や
60
歳
以
上

で
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
な
ど

の
場
合
は
、
希
望
に
よ
り
任
意
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
納
付
に
つ
い
て

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ
と
に

よ
り
割
り
引
き
さ
れ
る
前
納
制
度
や
、
便

利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。
納
め

た
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
免
除
、
学
生
納
付
特
例
、

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
困
難
な
方
の

た
め
に
免
除
制
度（
所
得
制
限
あ
り
）が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
本
紙
平
成
27
年
11
月

15
日
号
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
国
民
年
金

問
い
合
わ
せ　

‌�

国
保
年
金
課（
☎
51
・
２
２
９
０
）

■第1号被保険者（保険料は個別に納付します）
変更前 変更内容 変更後の区分 届出先

自営業者・学生など
会社員・公務員になる 第 2 号被保険者 勤務先

会社員・公務員と結婚し扶養される 第 3 号被保険者 配偶者の勤務先

■第2号被保険者（保険料は給料や賞与から天引きされます）
変更前 変更内容 変更後の区分 届出先

会社員・公務員など
（厚生年金の加入者）

退職した 第 1 号被保険者 市役所国保年金課（西館 1 階）、
各窓口センター

会社員・公務員と結婚し扶養される 第 3 号被保険者 配偶者の勤務先

■国民年金保険料
平成 27 年度 平成 28 年度

月額 年額 月額 年額

15,590円 187,080 円 16,260 円 195,120 円

■第3号被保険者
　（保険料は配偶者が加入する年金制度で負担しているため、個別に納付する必要はありません）
変更前 変更内容 変更後の区分 届出先

会社員・公務員に扶養さ
れている配偶者（妻また
は夫）

配偶者が退職した、または扶養から外れる 第 1 号被保険者 市役所国保年金課、各窓口セン
ター

会社員・公務員になる 第 2 号被保険者 勤務先


